
平 29年度 栃木県立矢板東高等学校定時制課程 学校評価シート 
 

 

 

 

 

 

 

 

学  校  自  己  評  価  学校関係者評価 

  現状と学校評価実施計画 達成状況と改善策  実施日 平成 30年 2月 22日 

No 現状と課題 評価項目 具体的方策 
方策の 

評価指標 
方策の達成状況 達成度 

次年度への 

課題と改善策 
 学校関係者からの 

評価・意見等 

１ 

【学習指導】 

・不登校や学習時間の不足か

ら、小･中学校の学習内容が定

着していない生徒が多く見ら

れる。 

・学ぶことへの意欲が低い生

徒がいる。 

・非常勤講師を除き、各教科 1

名の体制であるため、教員同士

で切磋琢磨する場面が少ない。 

(1)教員の授業

力の向上 

①授業の常時公開を実施し、年

間２回の公開授業週間ととも

に、積極的な授業への参観とそ

の後の意見交換やアンケート

により授業力の向上を図る。 

・授業の常時公開を実施

し、年間２回の公開授

業週間では１人５回以
上参観する。 

・アンケート結果を授業

者の振り返りにする。 

・常時公開を実施。 

・年２回の公開授業の

参観回数平均は１回目

4.2 回、２回目 5.9 回

であった。授業の良い

点等を共有できた。 

・１月に生徒アンケー

トを実施・集計する。 

 

 

 

 B 

・常時公開は参加者が少

なく検討が必要である。 

・校内公開授業への積極

的な参加を継続して呼び

かけていく。 

・授業評価システムは授

業改善に役立つシステム

になるよう改善を図る。 

 ・様々な事情を抱えている

子どもにとって、定時制は

学びの最後の砦としての役

割を担っている。授業の工

夫を通して生徒の学習意欲

を喚起する取組を継続する

必要がある。 
②授業評価を組織的に実施し、

結果を踏まえ授業改善を図る。 

・組織的な授業評価を踏

まえた授業改善の実施 

(2)基礎学力の

定着 

①漢字テストとマイスタディ

の事前・事後指導の毎回実施。 

・事前・事後指導を毎回

実施する。 

・毎時間の小テストと

生徒の実態に応じた事

前・事後指導を行った。 

 

 B 

・生徒に使用するテキス

トを、状況に応じ検討し

ていく。 

 

２ 

【生徒指導】 

・多くの生徒が落ち着いた学

校生活を送っている。一部の生

徒に長期欠席、遅刻や早退の回

数に課題がある。また規範意識

が希薄な生徒がいる（頭髪、ピ

アス、ＳＮＳの利用等）。 

・不登校を経験したことから、

自己評価が低い生徒や、対人関

係に悩む生徒が多い。 

・入学を機に学び直しや、様々

な活動を通して、自信をもつよ

うになり、進路等の自己実現を

達成する生徒も多い。 

(1)生徒指導の
充実と規範意

識の向上 

①登下校、遅刻、頭髪、巡回指
導を組織的・計画的に実施す

る。その際、言葉かけや賞賛に

より自尊感情を高め、規範意識
の向上を図る。また、保護者と

連携し、その効果を高める。 

・出席率 90％以上 

・遅刻者数 800 件以内 

・規範意識に関するアン

ケート結果 

・月間皆勤者数の向上 

・２学期末現在の出席

率 78％、遅刻者数 536 

件。特に１学期に長期

欠席者が多かった。 

・外部講師による各種

教育は、熱心に受講し

ていた。 

 

 

 

 B 

・保護者との連絡をさら

に密にし、生徒への声か

けを積極的に行うこと

で、生徒の状況を把握し

出席率の向上を図る。 

・教職員間の情報交換を

密にすることで、よりき

め細かな指導をする。 

 ・定通文化発表会や定通総

体などの対外的な活躍も、

自尊感情を高める機会とし

て生かすことができる。 

・遅刻者数が大きく減少し

ており指導の効果が現れて

いる。今後もさらに効果的

な取組をしてもらいたい。 

・定時制の生徒は明るく積

極的に挨拶をしてくれる。

定時制のイメージが明るく

なった。このイメージを大

切にしてもらいたい。 

②情報モラル教育、交通安全教

育、薬物乱用防止教育、性教育
で外部講師を活用する。 

・規範意識に関するアン

ケート結果 

・トラブル発生件数 

(2)教育相談の

充実と生徒理

解の推進 

①教育相談体制の充実や、スク

ールカウンセラー、気付きメモ
の活用を図る。 

 

・面接や各年次の情報交

換の実施状況、スクー

ルカウンセラーや気付

きメモの活用状況 

・担任による面接、生

徒への声かけともにこ

まめに実施した。 

・教員研修は未実施だ

が、教職員間での情報

交換を随時実施した。 

 

 

 B 

・生徒に関する情報共有

は積極的に実施する。 

・気づきメモに日付を記

入し、指導記録としても

活用を推進したい。 

 

②発達障害や特別支援教育に

関する職員研修の実施。 

・職員研修の実施の有無 

３ 

【進路指導】 

・職業観、勤労観が確立され

ていない生徒が多い。 

・自己理解の不足から、進路

実現のための具体的方策を

見出せない生徒がいる。 

(1)職業観の確

立・進路意識の
高揚 

①行事を改善し、職業観の確

立、進路意識の高揚を図る。 

・各行事のアンケートお

よび作文等の評価結果 

・進路講演会の内容を

変更し、生徒の意識の

高揚を図った。 

・勤務先調査の結果、

就労率は 66.7%であっ

た。 

 

 

 B 

・次年度も進路行事の見

直しを行う。 

・渉外部と連携して、定時

制後援会会員の職場との

連携を進める。 

 ・アンケート項目の「自分

の将来について明るい希望

をもっている」に対する肯

定的回答の割合が増加して

おり、指導の効果が現れて

いる。この現状を踏まえ、今

後も進路実現につながる指

導をしてもらいたい。 

②勤務先調査を実施するとと

もに、昼間の時間を効果的に活

用するよう働きかけ、働くこと

の意味を考えさせる。 

・勤務先調査の結果で就
労率７５％以上 

・職業観に関する生徒ア

ンケート結果 

(2)自己理解の

深化 

①総合的な学習の時間におけ

る取組や適性検査の結果の面

談等へ効果的活用を図る。 

・職業観に関する生徒ア

ンケート結果 

・進路希望調査における
未定者の減少。 

・進路希望調査におけ

る職種希望未定者の数

が 10 人から 4 人に減

少した。 

 

Ａ 

・引き続き、実施する適性

検査の面談への活用を工

夫する。 

 

教育目標   

本年度の重点目標 

 １ 学習指導の強化…基礎基本の定着、学び直しの支援 

 ２ 生徒指導の充実…規律ある生活、基本的生活習慣の確立 

 ３ 進路指導の改善…進路目標の明確化と職業観・勤労観の育成 

達成度 

Ａ ほぼ達成（8割以上） 

Ｂ 概ね達成（6割以上） 

Ｃ 変化の兆し（3割以上） 

Ｄ 不十分（3割未満） 



 


